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③学校と家庭
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全国学力・学習状況調査結果におい
て，本市は全国及び東京都の平均を
上回っていたが，本市で実施した「魅
力ある学校づくりアンケート調査」で
は，調査対象である小学校４・５・６年
生の「授業が分からない」，「どちらか
といえば分からない」と回答した割合
が令和4年度は8.0％，令和5年度は
9.0％，令和6年度は10.2％であった。
個別に支援を必要とする子どもが増
加しているとの学校からの声があ
がっている中で，外部人材を活用し
た学習支援が必要となっている。

授業のつまずきを減らし，家庭学習の定着
のため，放課後や長期休業期間中に地域
人材を活用した地域未来塾の設置を促進し
ていく。

特に小学校での授業のつまずきを減らし，
中学校へつなげていきたいことから，小学校
における学習支援員を確保するとともに，地
域未来塾の設置を促してきた結果，学習支
援員については，１２月末現在で比較する
と，令和５年度は
237人，令和６年度は275人であった。また，
地域未来塾については，令和５年度は５校，
令和６年度は６校であった。

学習習慣や基礎学力が定着した
子どもが増える。

「魅力ある学校づくり
アンケート調査」にお
ける小学校４・５・６
年生の「授業が分か
らない」，「どちらかと
いえば分からない」と
回答した割合

10 % 9 8.7
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小学校における学習支援員を確保するとともに，地域未来塾
の設置を促してきた。授業補助を担う学習支援員について
は，１２月末現在で比較すると，令和６年度は２７５人，１３，２
５３時間，令和７年度は２５８人，１３，２８５時間と，支援員数
は減ったが，支援時間については３２時間増加した。また，地
域未来塾については，令和６年度は７校，１８７２時間，令和7
年度は８校，２０９９時間と，１校増え，支援時間は２２７時間
増えた。その結果，目標値をやや上回ることができた。地域
未来塾の開設を希望している学校は，ほかにあったが，予算
を配分することができなかったので，次年度は希望している
学校には予算を配分し，地域未来塾の開設校数を増やすと
同時に，引き続き学習支援員の確保に努め，学習習慣や基
礎学力が定着した子供の数が増えるようにしたい。

https://www.city.chofu.lg.jp/10003
0/p056012.html

上記URLに掲載しています。
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